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免責事項

• 本資料は、株式会社ミンカブ・ジ・インフォノイド（以下：当社）及び当社グループの業界動向、事業内容について、当社による現時点における

予定、推定、見込又は予想に基づいた将来展望について言及しています。

• これらの将来展望に関する表明の中には、様々なリスクや不確実性が内在します。すでに知られたもしくは未だに知られていないリスク、不確実

性その他の要因が、将来の展望に関する表明に含まれる内容と異なる結果を引き起こす可能性があります。

• 当社及び当社グループの実際の将来における事業内容や業績等は、本資料に記載されている将来展望と異なる場合があります。

• また、本資料における将来展望に関する表明は、2025年8月14日現在において利用可能な情報に基づいて当社によりなされたものであり、これら

の将来の見通しに関する記述は、様々なリスクや不確定要因の影響を受けるため、現実の結果が想定から著しく異なる可能性があります。

•「保有資産で展開可能」な部分の“実行計画”や“実績”は？
•「できる」だけでなく、「いつ・どの領域に・どう展開しているか」「具体的な初期成果はあるか」がないと、やや抽象的な印象を持たれる恐れ。
•投資家は“構想ベース”と“事業進行中”を厳しく区別する。
•TAMの数値・市場規模の裏付けが不明確
•「未開拓」「拡大余地」と言われても、市場規模や競合状況、具体的な顧客ターゲット（例：◯◯行のマーケティング部門）などが提示されないと、定量的な投資判断がしにくい。
•ライブドアの収益化戦略に関するスケーラビリティ
•オウンドメディアやIR投稿は魅力的だが、「どこまで売上が立ち上がるのか？」「ユニットエコノミクスは？」という観点で疑問が出る。
•UUやフォロワー数があっても、収益転換率が弱いと「絵に描いた餅」に見られることもある。
•英語版『株探』など海外展開のハードル感
•「グローバル展開可能」と言っても、英語運用体制やリーガルリスク、競合の強さなど、実行可能性に疑問を持つ投資家も。
•一部の保守的な投資家には「海外＝コスト増」という印象が先に立つ可能性もある。



solution

media

in
fo

rm
a

tio
n

technology

artificial intelligence

big data

index 02

03

2026年第１四半期業績及び見通し

既存資産活用の具体的進捗

・・・

・・・

6

15

04 総括の要約 ・・・ 26

01 総括 ・・・ 4

05 Appendix ・・・ 28



本資料の無断転載・複写を禁じます ©MINKABU THE INFONOID, Inc.

-283 
-14 -3 

48 
31 

27 

243 

53 

-9 

93 

2
5
0
3
期
Q

１
営

業
利

益

セ
グ

間
調

整

売
上

；
高

変
動

・
非

連
続

売
上

：
高

再
現

売
上

：
低

変
動

固
定

費
削

減
so
l

固
定

費
削

減
m
ed

固
定

費
削

減
全

社

変
動

費

2
6
0
3
期
Q

１
営

業
利

益

4

01 総括

【2026年3月期Q1】

• 営業黒字の定常化

高再現・低変動の安定売上×

固定費削減により、利益のブレ

を抑制。黒字定常化の仕組みを

確保

• 資金の安定化

EBITDAはQ1に急改善し、Q2

も順調に推移する見込み。金融

機関と事業成長を妨げない返済

スケジュールを合意。早期の

GC注記解消を目指す

• 既存資産の徹底的な活用

既存資産を活用して、サービス

開発を加速。パートナー戦略で

既存サービスも強化

①連結概況 ②黒字定常化

安定
売上増

固定費削減

③既存資産の徹底的な活用

（百万円）

ソリューション事業：既存資産を用いてサービス開発
を加速
・投信情報ｘAI
・金融情報ｘ資産形成ﾒﾃﾞｨｱ（職域）
・株探情報ｘ海外

メディア事業：パートナー戦略で既存サービスを強化
・livedoor Echoesｘクリエイター
・livedoor Blogｘぴっこまｘクリエイター
・㈱UNIVERSE PULSEと連携強化

（百万円） 25/3期Q1 26/3期Q1

売 上 高 2,154 2,163

営 業 利 益 ▲ 283 93

経 常 利 益 ▲ 300 55

親 会 社 株 主 帰 属 四 半 期 純 利益 ▲ 237 52

Ｅ Ｂ Ｉ Ｔ Ｄ Ａ 3 293

総 資 産 9,982 9,701

純 資 産 319 360

安定売上×固定費削減＝黒字定常化
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02 2026年3月期 第１四半期業績（連結）

• 前年度に実施した大規模な事

業・資産整理に加え、継続事

業の大幅な固定費削減により、

計画通り期初からの安定利益

体質への回帰を実現

• 連結売上高は前年同期比増収

を確保。多くの不採算事業か

ら撤退したメディア事業が減

収となったが、ソリューショ

ン事業の成長がそれをカバー

• 通期の連結売上高87億円、

営業利益3億円、EBITDA12

億円の達成に向けて順調なス

タートに

連結売上高 連結営業利益 EBITDA

（百万円）（百万円）（百万円）

2,154

2,575

2,281

3,538

2,163

25/3期

Q1

25/3期

Q2

25/3期

Q3

25/3期

Q4

26/3期

Q1

▲283

32

▲734

▲926

93

25/3期

Q1

25/3期

Q2

25/3期

Q3

25/3期

Q4

26/3期

Q1

3

322

▲431

▲605

293

25/3期

Q1

25/3期

Q2

25/3期

Q3

25/3期

Q4

26/3期

Q1
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128

351

114

182

231

25/3期

Q1

25/3期

Q2

25/3期

Q3

25/3期

Q4

26/3期

Q1

30

259

19

81

147

3.5%

21.7%

2.2%

8.1%

15.1%

0.0%

5.0%

10.0%

15.0%

20.0%

25.0%

30.0%

35.0%

40.0%

45.0%

50.0%

0

50

100

150

200

250

300

25/3期

Q1

25/3期

Q2

25/3期

Q3

25/3期

Q4

26/3期

Q1

セグメント利益 セグメント利益率

530 553
508 525 551

156
161

180
192 186

183

478

189

277 237

25/3期

Q1

25/3期

Q2

25/3期

Q3

25/3期

Q4

26/3期

Q1

情報系 株探 SI系

7

02 2026年3月期 第１四半期業績：ソリューション事業

• 売上高は、情報ソリューショ

ン、SI・パッケージソリューシ

ョンともに、スポット収入に

加え、ストック収入である月

額利用料が伸長

• 「Kabutan（株探）」も2025

年10月に実施したプレミアム

の月額料金値上げ効果により

前年同期比増収で推移（25/3

期Q4は年度末広告集中期で一

時的に売上が増加）

• 費用面では前年度に実施した

選択と集中により固定性の売

上原価及び販管費の削減によ

り、大幅増益に

売上高推移 セグメント利益推移 EBITDA推移

（百万円）（百万円）（百万円）

869

1,193

876

994 973

※下記はマネジメントフィー考慮前の数値です。
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715 732 720
757 763

154

460

156

236 210

0

200

400

600

800

1,000

1,200

25/3期

Q1

25/3期

Q2

25/3期

Q3

25/3期

Q4

26/3期

Q1

ストック売上 スポット売上

550 536 568 576 556

170 174 
172 159 

137 

120
227

118
179

133

0

200

400

600

800

1,000

1,200

25/3期

Q1

25/3期

Q2

25/3期

Q3

25/3期

Q4

26/3期

Q1

ストック原価 販管費 スポット原価

8

02

• 安定収益であり投資の源泉と

なるストック売上は前年同期

比7％増と安定的に成長

• ソリューション事業において

も事業・資産整理と固定費の

見直しを進め、固定費は前期

平均比5％減少し、セグメント

利益率の改善に貢献

• ストック売上のみで固定費を

カバーできる構造が今後さら

に進展

ストック・スポット売上推移

（百万円）

費用推移

（百万円）

2026年3月期 第１四半期業績：ソリューション事業

月額料金による
固定的売上高

初期・一時
売上高

前年同期比

7%増

固定的費用

前期平均比

5%減

※下記はマネジメントフィー考慮前の数値です。
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343
410

332
279 298

253

340

273

255 265

309

288

272
340 297

399

414

448 495

418

25/3期

Q1

25/3期

Q2

25/3期

Q3

25/3期

Q4

26/3期

Q1

ブログ ニュース

MINKABU スポーツその他

112

179

99

171

258

25/3期

Q1

25/3期

Q2

25/3期

Q3

25/3期

Q4

26/3期

Q1

9

02

• 不採算事業からの撤退の影響

で前期比減収も計画通りに推

移

• 前年度に実施した大規模な事

業・資産整理及び固定費の見

直しにより、売上原価・販管

費を大きく削減し、黒字に転

換

• 目標としていた安定収益化を

予定通り実現

売上高推移 セグメント利益推移 EBITDA推移

（百万円）（百万円）（百万円）

1,306

1,454

1,328
1,364

1,272

-60

-1

-90

-31

146

25/3期

Q1

25/3期

Q2

25/3期

Q3

25/3期

Q4

26/3期

Q1

セグメント利益 セグメント利益率

2026年3月期 第１四半期業績：メディア事業

※下記数値はマネジメントフィー考慮前であり、また比較し易さの観点から25/3期についてはコンテンツ事業を除いております。
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231
173 165 150

99

131
133 117 110

79

74
85 97 110

97

126
130 138 156

89

503 557 564 518

482

111 111 112
111

120

199 201 181
160

162

25/3期

Q1

25/3期

Q2

25/3期

Q3

25/3期

Q4

26/3期

Q1

システム費用 データ取得費用 施設、受託

その他原価 その他販管費 広告、課金原価

広告収益分配

629 625 598 625 605

210
267

221 208
175

201
197

218
256

213

27
29

28
22

20

239

336

261
259

265

25/3期

Q1

25/3期

Q2

25/3期

Q3

25/3期

Q4

26/3期

Q1

NW広告 成果報酬型広告 純広告

課金収入 その他

10

02

商品別売上高推移

（百万円）

費用推移

2026年3月期 第１四半期業績：メディア事業

（百万円）

固定的費用

前期平均比

21%減

• クリエイターズエコノミー関

連売上を始めとする非トラフ

ィック型売上は好調を継続

• 広告市況は引き続き軟調に推

移したものの、ネットワーク

広告収入、成果報酬型広告収

入ともに概ね想定の範囲内で

推移

• 成長領域での売上拡大と、市

況変動への耐性強化が並行し

て進み、売上全体の安定化が

図られる状況に

※下記数値はマネジメントフィー考慮前であり、また比較し易さの観点から25/3期についてはコンテンツ事業を除いております。

非トラフィ
ック型

トラフィック
型

その他
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124 118
103 109

100

67

37

40
38 49

15

17

18 18
4

45

51

44

85

44

25/3期

Q1

25/3期

Q2

25/3期

Q3

25/3期

Q4

26/3期

Q1

人件費 業務委託・支払報酬等 減価償却費 その他販管費

11

02

• 事業等整理に伴う処理を完了

• 同時に業務効率化を目的とし

たAIの活用・システムの入れ

替えを推進。一時費用を吸収

し、前期平均比15％の費用削

減を実現

• 今後の事業展開に則した最適

なコストコントロールを推進

（百万円）

全社コスト四半期推移

2026年3月期 第１四半期業績：全社コスト

252

224

208

252

199

前期平均比

15%固定費削減
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• EBITDAは25/3期Q4の▲605百万円から293百万円へと大

きく改善

• 26/3期Q1は法人税、消費税等の納付（166百万円）のた

め、現預金は26/3末比27百万円減少も、キャッシュポジ

ティブな状況へ

12

02 財務状況とキャッシュ・フロー

キャッシュフロー
は大幅改善

資金の安定化に
向けた環境整備

• Q1は納税発生も、EBITDAの大

幅改善により、キャッシュフロ

ーポジティブな状況へ。今後は

現預金が積みあがっていく構造

に

• 順調な純利益の積み上げにより、

上期末には自己資本比率は

25/3末比で倍増へ

• 取引金融機関全行との合意によ

り、資金の安定化に向けた環境

整備が完了
• 2025年6月20日付で、取引金融機関すべてとタームローン

（56.8億円）およびシンジケートローン（19億円）の変更

契約を締結

• 今後の事業成長に必要な資金の留保と返済バランスを考慮

したリスケジュールで合意

自己資本比率は
回復フェーズに

• 順調な純利益の積み上げにより、上期末には自己資本比

率は25/3末比で倍増へ
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13

02 2026年3月期 連結業績予想に対する進捗状況

【連結売上高】
通期予想
8,700百万円

【連結営業利益】
通期予想
300百万円

（百万円）

100%

Q1実績

通期予想

（百万円）

Q1実績

• 下期偏重の計画ながら、Q1で

25％超の利益進捗を達成。前

期の選択と集中により再現性

の高い事業に集中した結果、

費用削減が計画以上に進む中、

安定感のある売上が予定通り

貢献

• 足元も既存資産からの売上は

順調に推移。Q2も予定通りの

進捗となる見込み。年度を通

して利益創出体制の整備を着

実に実行

100%

50%

50%

25% 75%

25% 75%

通期予想
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ソリューション事業
成長マップ

• 国内の個人投資家の投資活

動を直接的・間接的に支援

する情報サービスを、B2C・

B2B・B2B2Cの各モデルで

展開

• 現在、金融機関を中心とし

た170社超へのB2Bサービス

の提供に加え、個人投資家

1,000万UUを超える金融情報

メディアを運営しており、

金融情報分野における確固

たるポジションを確立

• これらの基盤を改めて当社

の成長ドライバーの礎と位

置づけ、中期的に経営資源

を投入

15

03 既存資産活用の具体的進捗等：ソリューション事業
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投信会社 DX Solution
Robot Report/Robot Repot AI

• Robot Reportと生成AIの融合

で、月次レポートから市場解

説、目論見書や運用報告書ま

で多様な文書を自動生成

• ファクトチェック機能により

情報の正確性も担保し、業務

効率と情報品質を同時に向上

• 配信先として販売会社だけで

はなく、生命保険・損害保

険・投資顧問など幅広い金融

機関にも接続

• 柔軟性の高いソリューション

で、レポート業務全体の革新

を支援

• 1ファンドあたり：月額3万円

～10万円

※レポート種類による

※国内公募投信数：約6,000本

投資信託レポート業務のDX化を実現

03 既存資産活用の具体的進捗等：ソリューション事業
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Introduction Video

03 既存資産活用の具体的進捗等：ソリューション事業

https://youtu.be/wrCRhMOOrxg
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職域資産形成 Solution
MINKABUアカデミー

• 複数で管理されている口座残

高（企業型DC・NISA・

iDeco・公的年金・etc）を一

括管理。資産をアセットクラ

ス別に分類し、リスク・リタ

ーンを見える化

• 実践的な金融教育機能を搭載

し、これから投資を始めよう

とするビギナーの資産形成を

サポート

• 導入企業においては従業員エ

ンゲージメントの向上に加え、

人的資本の可視化が可能に

• 利用料：15万円/月・社

※小規模企業向けプラン

※10人以上の従業員数が属する日

本の企業数：約38万社

資産形成に必要な金融教育から、iDeCo・NISAを通じた資産所得倍増計画に資するワンストップアプリ

(1) 銀行データは、Moneytreeの口座連携機能となります。
(2) 持株会データは、企業様よりご提供いただきます。
(3) 確定給付年金（ＤＢ）データは、企業様よりご提供いただきます。

03 既存資産活用の具体的進捗等：ソリューション事業
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Introduction Video

資 産 形 成

MINKABUアカデミー

03 既存資産活用の具体的進捗等：ソリューション事業

https://youtu.be/V7pZa8R_vmk
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海外証券向けSolution

◯日米株決算速報（多言語対応）
日米株の決算情報をリアルタイムで分析し、多言語（英語・ハングル
語・中国語等）で迅速に配信。海外投資家や海外証券会社に向け、情報
格差を解消し投資判断をサポートいたします。

◯日米テーマソリューション（多言語対応）
株探での検索データを活用し、投資家の関心を可視化。日本の主要ネッ
ト証券でも標準採用されており、日米市場での注目テーマ、テーマ関連
銘柄をタイムリーに把握できます。

ITGEN Co., Ltd.

KAINOA GROUP, LLC.

各国パートナー企業様

当社ソリューションサービス（１ソリューションあたり月額10万
円～200万円×当社ソリューション数）を韓国・台湾・米国におけ
るネットチャネル保有証券会社（165社）を中心に展開。

・米国 ヘッジファンド 2025年7月 2社導入済み
・香港 ネット専業証券 2025年10月 1社導入予定
・シンガポール ネット専業証券 2025年10月 1社導入予定
・韓国 総合証券 今年度中 1社導入予定
・韓国 金融ソリューションベンダ 今年度中 1社導入予定
・カナダ 金融工学ベンダ 今年度中 1社PoC予定

※その他、交渉中案件
・イスラエル（金融ソリューションベンダ）
・台湾（金融ソリューションベンダ）

主な展開予定ソリューション

導入予定

Goline
Corporation

大手情報ベンダー

NeuroFusion Inc.

Coffee house

• 株探における米国株情報の強

化、専門性の高いETF情報コ

ンテンツの追加、多言語対応

エンジンの投入と、これまで

のB2CとB2Bの循環モデルで

得た知見と技術力を活かし、

グローバル市場へ展開

• 各国の文化や金融規制に精通

したパートナー企業と連携し、

より多く投資家に情報を提供

• 1ソリューション単価：月額

10万円～200万円（1社あた

り：単価×ソリューション

数）

20

海外の証券会社等に向け当社の差別化データソリューションを展開

※韓国・台湾・米国におけるネットチャ
ネル保有証券会社165社を先行ターゲッ
トとする。その他各国のTOPベンダーと
の提携し、その他地域への展開も並行し
てマーケティングを推進

03 既存資産活用の具体的進捗等：ソリューション事業
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既存資産の活用による収益性・継続性・クライアントとの関係性を強化

持続的成長のための
収益構造

• ライブドアが有する「ユーザ
ー基盤」や「優良クリエイタ
ーとの継続的関係性」といっ
た強みは、これまでも存在し
ていたが、主にネットワーク
広告に依存した収益モデルで
あったため、収益の安定性が
課題

• 前年度から、これらの既存資
産の活用を戦略的に実施し、
タイアップ広告やクリエイタ
ー作品の二次販売・ライセン
ス展開など、新たなマネタイ
ズポイントを複数確立

• これにより、ライブドアプラ
ットフォームの収益性・継続
性・クライアントとの関係深
化を同時に実現し、持続的な
成長の実現へ

収益基盤 収益分類 KPI/KGI
コンテンツ

提供サービス戦略
ユーザーとの

関係性
取引先

との関係性

トラフィック
重視型

・ネットワーク広告
・成果報酬型広告

・アクセス数
・PVの最大化

・マス向け
・速報性重視

・コンテンツ消費
・流入重視

・一時的
・効率的

エンゲージメント
重視型

・タイアップ
・企画広告
・コンテンツコマース
・スポーツ施設
・プロダクション

・滞在時間
・訪問頻度
・コメント

・クリエイター
・オリジナル（AI含む）

・体験型サービス

・ファン
・対話型
・リアル

・対話
・継続的

ロイヤリティ
重視型

・クリエイターコンテンツ販売
・サブスク
・課金
・EC
・スポンサード広告

・継続率
・参加頻度
・支出意欲

・コア層向け
・ニッチ＆プレミア
ム

・継続参加
・共創型
・パーソナライズ

・アップセル
・クロスセル

03 既存資産活用の具体的進捗等：メディア事業
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AIによる記事生成強化

• 「livedoor ECHOES」は、

YouTube動画をAIが自動でニ

ュース記事化し、ライブドア

ニュースに掲載できるUGCサ

ービス

• 昨年度より積極的に推進し、

累計記事本数は１年でおよそ

100倍に拡大

• 動画領域においてクリエイタ

ーとの連携を強化することで、

コスト削減に加え、高単価の

動画企画広告の受注等、収益

多様化へ

「livedoor ECHOES」の利用拡大による記事生成とクリエイター連携強化

ECHOESユーザーであるYouTuber（動画クリエイター・専門家）との連携を強化し、高単

価の動画企画広告を受注できる体制を構築。また、専門性の高いオリジナルの連載コンテン
ツや有料記事の共同制作も開始

累計記事本数

03 既存資産活用の具体的進捗等：メディア事業
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クリエイタービジネス
強化

• ライブドアブログの公式ブロ

ガーの漫画コンテンツによる

有料課金モデルの本格展開へ

• 話数課金、単品電子書籍販売

を軸に「公式ブロガー×漫

画」での拡販を目指す

• 株式会社カカオピッコマが運

営する電子マンガ・ノベルサ

ービス「ピッコマ」にて、公

式ブロガーの連載作品を本年

秋より複数配信開始予定

• 電子書籍におけるコミック関

連の市場規模は、5,000億円

超。当社は、課金単価数十円

～数百円での提供を想定（提

供話数、長さ等で変動）

×

電子マンガ・ノベルサービス「ピッコマ」にて順次、電子出版配信開始！

【トップクリエイターとの連携強化】

• 人気ブロガー×漫画による新コンテンツ展開
• コンテンツ拡充と多ジャンル展開出版のすす

めるため、ジャンルを順次拡大予定（漫画、
料理、エッセイ、など）

継続的に人気ブロガーとの連携強化を行い、
マルチジャンル×有料課金で収益基盤を拡大

03 既存資産活用の具体的進捗等：メディア事業
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クリエイターネット
ワーク強化

• TikTok Shopの総合支援を行

う株式会社UNIVERSE 

PULSE様と連携を開始

• 当社メディアのTikTokアカウ

ントやクリエイターと

「MicroAd Creator 

Network」の融合による販促

支援体制を強化

• TikTok Shopは2025年6月に

日本で正式サービスを開始。

海外では、5兆円のGMVを創

出しており、日本市場におい

ても数千億円規模を想定

株式会社 UNIVERSE PULSE様と連携し、販促支援を強化
～運営メディアのTikTokアカウントを活かした新たな取り組み～

※TikTokは、TikTok Inc.の商標です。

メディア連携による販促力最大化

• 当社運営メディアのTikTokアカ
ウント＋影響力あるクリエイタ
ーを活用

• メディア特性・フォロワー層に
応じた商品紹介

• 広告主の多様なニーズにマッチ
したプロモーションを実現

データドリブンなマッチング精度

• マイクロアドのデータ基盤
「UNIVERSE」によるフォロワ
ー分析

• 消費行動や関心に応じたマッチ
ングで販売成果向上を支援

クリエイター活動の総合支援

• UNIVERSE PULSEはTikTok公
式認定（TAP／CAP）パートナ
ー

• フォロワー獲得・動画制作・運
用代行までトータル支援

03 既存資産活用の具体的進捗等：ソリューション事業
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04 総括の要約

営業黒字の定常化 資金の安定化 既存資産の徹底活用

• 高再現・低変動の安定売上
× 固定費削減により、利益
のブレを抑制

• 黒字定常化の仕組みを確保

• 金融機関と事業成長を妨げな
い返済スケジュールを合意

• 早期のGC注記解消を目指す

• 既存資産活用による新サー
ビス開発を加速

• 既存サービスのパートナー
戦略も推進



solution

media

in
fo

rm
a

tio
n

technology

artificial intelligence

big data

index 02

03

2026年第１四半期業績及び見通し

既存資産活用の具体的進捗等

・・・

・・・

6

15

04 総括の要約 ・・・ 26

01 総括 ・・・ 4

05 Appendix ・・・ 28



本資料の無断転載・複写を禁じます ©MINKABU THE INFONOID, Inc.28

• 自社サービスの浸透と効率化を目的に、株主優待制度を変更。 2025年9月30日以降は、当社が提供する金融情報サービス

「Kabutan（株探）プレミアム」無料クーポンとの交換に一本化

• 従来と比べ、進呈ポイント数をアップすると共に、多数保有者枠を拡大。株主還元と、自社サービス提供を通じたファン株主獲得

の両立を図る

優待ポイントの交換特典を「Kabutan（株探）プレミアム」利用クーポンに一本化

保有株式数 進呈ポイント数 
交換可能 

Kabutan（株探）プレミアムクーポン 

500 株～599 株 4,500 ポイント １か月ご利用クーポン 

600 株～699 株 9,000 ポイント ２か月ご利用クーポン 

700 株～799 株 13,500 ポイント ３か月ご利用クーポン 

800 株～899 株 18,000 ポイント ４か月ご利用クーポン 

900 株～999 株 22,500 ポイント ５か月ご利用クーポン 

1,000 株～1,999 株 27,000 ポイント ６か月ご利用クーポン 

2,000 株～2,999 株 31,500 ポイント ７か月ご利用クーポン 

3,000 株～3,999 株 36,000 ポイント ８か月ご利用クーポン 

4,000 株～4,999 株 40,500 ポイント ９か月ご利用クーポン 

5,000 株以上 45,000 ポイント 10 か月ご利用クーポン 

 

05 Appendix 株主優待制度の変更

※詳細につきましては、本日公表の「株主優待制度の変更に関するお知らせ」をご参照ください。

【変更後の進呈ポイント数と交換可能なKabutan（株探）プレミアムクーポン】
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Appendix income statement
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当社は2024年3月期第2四半期連結会計期間より、グループ各社から内部取引として、マネジメントフィーを徴収しております。下表については開示の継続性の観点より、マネジメン
トフィーを控除した従来開示通りの数値を表記しております。なお、マネジメントフィーを含めた数値につきましては31・32ページに掲載しております。

（単位：百万円 / ％）

24年3月期 25年3月期 26年3月期 計画 25年3月期 Q1 26年3月期 Q1

（連結） （連結） （連結） 前期比 （連結） （連結） 前期比

　売上高 9,920 10,548 8,700 △17.5% 2,154 2,163 +0.4% 

　　メディア 6,348 6,912 5,000 △27.7% 1,354 1,277 △5.7% 

　　ソリューション 3,783 3,932 4,000 +1.7% 869 973 +12.0% 

　　調整額　※1 △ 212 △ 295 △ 300 － △ 69 △ 88 －

　営業利益 △ 699 △ 1,911 300 － △ 283 93 －

　　メディア　※5 △ 236 △ 1,358 430 － △ 61 146 －

　　ソリューション　※5 428 389 770 +97.7% 30 147 +383.3% 

　　調整額　※2 △ 891 △ 942 △ 900 － △ 252 △ 200 －

　経常利益 △ 790 △ 1,993 150 － △ 300 55 －

　親会社株主に帰属する当期純利益 △ 1,180 △ 5,525 200 － △ 237 46 －

　ＥＢＩＴＤＡ　※3 492 △ 711 1,200 － 3 293 +8,452.1% 

　※１　セグメント間の内部売上高の振替高

　※２　セグメント間取引消去及び各報告セグメントに配分していない全社費用

　※３　EBITDA（営業利益+減価償却費+のれん償却額）

　※４　当社は2023年９月１日付で株式会社フロムワンの株式を取得し、同社を連結子会社化しております。なお、同社のみなし取得日が2024年３月期第２四半期末であることから、2024年３月期第２四半期末は貸借対照表のみを連結しております。

　※５　当社は2023年７月１日より、グループ各社からマネジメントフィーを徴収しており、 2025年３月期第１四半期の各事業セグメントのセグメント損益へ本マネジメントフィーを加算した場合、上記メディア事業のセグメント損失61百万円からマネジメントフィー

　　　　226百万円を加算後のセグメント損失は287百万円、上記ソリューション事業のセグメント利益30百万円からマネジメントフィー136百万円を加算後のセグメント損失は106百万円であります。

　　　　2026年３月期第１四半期の各事業セグメントのセグメント損益へ本マネジメントフィーを加算した場合、上記メディア事業のセグメント利益146百万円からマネジメントフィー142百万円を加算後のセグメント利益は４百万円、上記ソリューション事業の

　　　　セグメント利益147百万円からマネジメントフィー109百万円を加算後のセグメント利益は37百万円であります。

　※６　百万円未満切り捨て

05
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Appendix sales by segments

当社は2024年3月期第2四半期連結会計期間より、グループ各社から内部取引として、マネジメントフィーを徴収しております。下表については開示の継続性の観点より、マネジメン
トフィーを控除した従来開示通りの数値を表記しております。なお、マネジメントフィーを含めた数値につきましては31・32ページに掲載しております。
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当社は2024年3月期第2四半期連結会計期間より、グループ各社から内部取引として、マネジメントフィーを徴収しております。下表についてはマネジメントフィーを含めた数値を
記載しております。

Appendix income statement05
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Appendix sales by segments

当社は2024年3月期第2四半期連結会計期間より、グループ各社から内部取引として、マネジメントフィーを徴収しております。下表についてはマネジメントフィーを含めた数値を
記載しております。
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Appendix balance sheet items05



本資料に記載されている情報のうち、歴史的事実以外の情報は、将来の見通しに関する情報を含んでいます。将来の見通しに関す る情報は、当社が現在入手している情報に基づく、現時点における予測、期待、想定、計画、評価等を基礎として記載されており、 リスクや不確実性が含ま

れています。当社は将来の見通しに関する記述の中で使用されている定期予測、評価ならびにその他の情 報が正確である、または将来その通りになるということは保証いたしかねます。本資料に記載されている情報は、本資料に記載の 日付に作成され、その時点における当社の見解を反

映するものであり、このため、その時点での状況に照らして検討されるべきも のであることにご留意ください。当社は、当該情報 の作成日以降に発生した事を反映するために、本資料に記載された情報を逐次 更新及び報告する義務を負いません。
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